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l)政治・経済・民生の動向

①制度的革命党(PRI)のサリナス大統領が政権を担当。

②米国、カナダ、メキシコの北米自由貿易協定(NAFTA)交渉が進展し、1992年締結を目指して協

定草案作りの段階に入った。この協定の利点は、投資と物流増大による生産性、 品質両面の競争

カの向上、雇用拡大、賃金上昇などの経済効果と中南米への経済外交の影響力強化。

③メキシコとコスタリカ、ニカラグア、エルサルバドル、ホンジュラス、グアテマラの中米6カ

国が、1996年までに中米自由貿易圏実現で合意。

④サリナス政権の税制改革、国営企業民営化を柱とする政・労・使の「経済安定成長協定」の効

果が出て、90年の財政赤字は対国内総生産比3. 5％と過去19年間で最低の比率を達成。

⑤サリナス大統領は1991年11月、土地のない小作農に1917年の革命の際に分配された土地「エ ヒ
ー ド」 （共有地）を民間部門が所有することを禁じた法律」の廃止を議会に提案し、農地改革に

よる農業生産性の向上を訴えた。対象面積は約1億haで、国土の半分に当たる。これに対して野

党は大資本による農地の支配が復活し、農民が追い出されると反対したが、下院で可決され、エ

ヒドの土地私有が認められることになった。

⑥90年上半期のGDP成長率は2.1％であったが、農業部門は1.1％にとどまった。人口増加に伴い

食糧需要が増大し、不足分を補うために食糧輸入が急増している。

⑦首都圏の大気汚染・公害が深刻になり、「大気汚染防止総合計画」をはじめ週1回の車使用禁

止、 無鉛ガソリンの発売など対策を強化。また、2年間でタクシー4万台、小型バス1. 5万台を13

億ドルの資金を基に新型に変える計画を発表。

⑧工場排水処理施設や下水施設の不備から、米国国境周辺のマキラードやアカプルコの海などの

水質汚染が進んでいる。

⑨総人口は9,021万人(FA0,1991)、最近の平均人口増加率は2.2％あり、2,000年には1,092万人に

なると予想されている。一方、近年農村部から都市への人口集中が激しく、1970年には農村部人

口比率41.0%、都市部人口比率59.0％であったが、1990年には農村部人口比率27.4%、都市部人

口比率72.4％となり，メキシコシティは世界最大の都市となっている。

2)農林業動向

(1)国土の自然的概況と利用状況

①海岸地方とユカタン半島に平野があり、中央部には東シエラマドレと西シェラマドレの2つ

の山脈が南北に走り、その間に盆地状の高原が広がっている。国土の52％は乾燥地帯、41% 

が半乾燥地帯に屈し、大部分の国土では水分供給が農業生産の制限因子となっている。高原

地帯の平均標高は1,800メー トルでる。気候は北部で寒暖の差が激しく、中部は温暖、海岸

地帯と南東部は熱帯性である。6~10月中旬が雨期、10月中旬～5月が乾期である。

②国土面積は19,582万haであり、FAO農業生産年表(1990)によると耕地は2,471万haで、国土の

担当：尾和 尚人
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12. 6％に過ぎない。 この内潅漑面積は518万haで耕地の21％である。 永久草地は7,450万haで

国土の38%、森林は4,246万haで国土の21. 7％であり、利用可能な土地の大部分は永久草地

と森林で占められてる。

(2) メキシ コ 農業の社会 ・ 経済的背景

①メキシ コでは1910年の革命以来、大土地所有（ラティフンディオ）を解体し、エ ヒ ー ドない

し農業 コ ムニダ ーとよばれる共同体的土地所有制度により土地の再配分が進められた。 しか

し、1940年以降は政府の基本方針が社会改革指向から経済発展指向に大きく転換し、土地の

再配分を目指すものから農業生産の向上を重視する方向に変わり、土地改革は実質上形骸化

された。

②1940年以降政府は、商品作物を生産する能力を備えた私的土地所有を保護育成し、潅漑施設

や道路の建設など公共投資を行った。 その過程で新たな土地の集中による大農場（ネオラテ

イフンディオ）と土地を持たない農業労働者が形成され、土地所有の著しい不均衡、いわゆ

る「二重構造」が生まれた。 1970年の農業センサスによると、5ha以下の農場は農場数全体

の67％を占めるが全耕地面積の4. 1％を占めるにすぎない。 一方、lOOha以上の耕地を有する

農場は、農場数で4. 3％であるが全耕地の72. 5％を占めていた。

③新たに形成された大農場は、1950年から1970年にかけて食糧生産を著しく増大させた「緑の

革命」の達成に大きく貢献したといわれる。 この間に コ ムギ生産量は高収性品種の導入など

により、30万トンから260万トンと8倍を越す増加を示し、ha当り収量は750kgから3200kgヘ

と4倍強に増大した。 トウモロ コシの生産最も同じ期間に350万トンから900万トンに増加し、

ha当り収量が700kgから1,300kgに増えた。 これにより1960年代のはじめに食糧自給を達成し、

1965年にはトウモロ コシと コ ムギを輸出するまでになった。 綿花、 コー ヒ ー、サトウキビ、

へネケンなど主要輸出用農作物はほとんど大農場で生産され、工業化に必要な外貨を稼ぐこ

とができた。

④農業の「二重構造」は現在地域格差となって顕著に見いだされる。 一般的に、メキシ コ中央

部および南部は後進農業地域であり、土地に対する人口圧が大きく、土地所有規模は小さく、

生産性が低い。 この地域では農村からあふれた失業者や不完全就労者は大都市へ出るか先進

農業地域へ出稼ぎに出る。 大都市、特にメキシ コシティヘの人口集中は激しく、これが都市

の主要な社会問題となっている。 これに対して先進農業地域では、大規模潅漑、機械化によ

って主として輸出用商品作物の生産や大規模な牧畜生産を行い、北邪および北西部の一 部に

偏在している。

⑤後進農業地域では天水農地におけるトウモロコシと豆類の栽培が中心であり、伝統的で準商

業的農業や生存維持農業が行われている。 この地域は中央高地にその大部分が集中している。

中央高地にはメキシ コの全耕地の半分以上が存在している。

⑥先進農業地域では近代的で商業的な農業が行われ次の3地域に限定される。

（イ）北西部のソノラ、シナロア両州にかけての潅漑地域で、土地生産性が高く、 コ ムギ、サ

トウキビ、綿花、米、野菜などの商品作物を栽培している。

(n) 北部の北バハ ・ カルフォルニア、 コアウイラ、チウアウア、 タマウリパスの一 部に地域

で、①の地域に比べて規模は小さいが生産性の高い潅漑地。

（ハ）非潅漑地であるが年間を通じて雨が降り、トウモロ コシ、サトウキビ、熱帯呆物を豊富

-119-



に産する地域で、サン ・ ルイス ・ ポトシ州東部とベラクルス州北部。

(2)農業生産の現状と動向

①国内総生産に占める農業生産のシェアは8. 7%(1982-1986年平均）であり、ラテンアメリカ諸

国のなかでも最も低い国に属する。

②農業総生産、作物収量、穀物収籠は、 この10年間にいずれも約20％増産したが、 一人当り農

業総生産や作物収量はやや減少傾向である。

③農産物貿易は、1987年までは輸出超過であったが、1988年以降は逆転し1990年には約10億ド

ル輸入超過となっている。 主要な輸入農産物はトウモロ コシなどの穀物類、砂糖、肉、畜産

加工物などであり、輸出農産物は果物、野菜、 コー ヒ ーなどが主なものである。

④主要農産物の生産量(FA0,1991)は、 トウモロ コシ 1,353万トン、小麦412万トン、ソルガム

437万トン、豆類166万トン、サトウキビ3,668 万トン、 野菜 ・ メロン484万トン、果実，

61万トン、 コー ヒ ー 30万トンなどである。

⑤潅漑に要する経費や農業資材の高騰により、 コムギやワタなどの栽培から潅漑水の利用効率

が高い果樹や単位面積当りの収益が高い野菜などを栽培する農家が増加する傾向である。

3)農林業技術動向

(1)国立森林農牧研究所(INIFAP)では、 これまでに60作物種、750品種の優良品種を育成し、 メキ

シ コの農業を発展させ、国民の食糧確保に貢献した。 しかし、最近20年間では農業生産の増加

率が減少傾向にあり、しかも人口は約2倍に増加したために、食糧の15％を輸入している状態で

ある。 この状態を解決して基本食糧の需要を満たすためには膨大な生産増加を達成しなければ

ならない。 基本的には土壌の生産性を向上させて、国内の農業生産を急速に増大させなければ

ならない。

(2)国家開発計画(PND)によるINIFAPの研究では、食糧自給、 外貨獲得、生産と自然資源の維持保

全のための技術開発が最も重要である。

4)国立農業研究機関(NARS)の現況

(1)紐餓及び財政

①メキシ コでは、農業水利省(SARC=Secretaria de Agricultura y Recursos Hidraulicos)の

直轄機関として、 国立森林農牧研究所(INIFAP=Institute Nacional de Investigaciones F 

、 orestales y Agropecurias)設置されている。INIFAPは1985年に農業試験場(INIA)、畜産試

験場(INIP)及び森林試験場(INI F)の3試験場が合併して設立され、研究計画の立案、実施及

び試験研究に対する評価を行うなどメキシ コの森林農牧業に関する研究全般を統括している。

国内で普及される技術はすべてINIFAPで開発されたり、 実証されたものであることが原則と

なている。

②メキシ コは行政区分が1連邦区（メキシ コ シティ）と31州に分かれているが、INIFAPはこれ

らの行政区を8つの地域に区分して運営している。 中央機関はメキシ コシティにある。

③8つの地域区分は、北東（ソノラ、シナロア、北バハ ・ カリフォルニア、南バハ・カリフォ

ルニア）、 北中央（チウアウア、 ドウランゴ、サカテカス、アグアス ・ カリエンテス）、 北
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西（タマウリパス、 コアウリア、ヌエボ・ レオン、サン ・ ルイス ・ ポトシ）、 中部太平洋

（ハリス コ、ナャリット、 コリマ、 ミ コアカン）、中央（メキシ コ、 グアナファト、ケレタ

ロ、イダルゴ、トウラスカラ、プエブラ、モレーロス）、中部湾岸（ベラクルス、タバスコ）

南部太平洋（オアハ カ、ゲレーロ、チアパス）、南東（ウカタン、カンペチェ、キンタナ

ロー）である。

④各地域には中央機関(Direccion Regional)が設置され、森林部(Direccion Foresta]）、農業

部(Direccion Agricola)、畜産部(Direccion Pecuaria)、管理部(Direccion Admistraccio 

n) の4部で構成されている。 また、各州には研究管理センターが設けられ、各州にある試験

場と地域 中央機関や試験場間の連絡調整に当たっている。

⑤INIFAPには全国に101の試験場と6つの専門別研究センターがある。 専門別研究センター は、

植物生理(Fisiologia)、微生物(Mic r ob i o I o g i a)、生物工学(Biotecnologia)、遺伝資源(R

ec Geneticos)、機械(Mecanizacion)、林産(Tecnologia de la Madera)、土壌植物大気水分

動態(Relaccion Agua Suelo Planta Atmosfera)である。

⑥INIFAPの予算総額は、1989年は1,400億ペソであったが、1992年には2,177億に増加した。 こ

れは現在の交換率で換算すると91億円に相当する。

⑦INIFAPの研究者は、総数約1,850人で、農業1,300人、畜産350人、森林200人、この内M.S．及

びPh.Dは約30％である。

(2) 研究目的及び研究課題

①食糧自給の技術開発

（イ）INIFAPは、1988年と1989年に，潅漑耕地100万ha、良好な天水耕地200万haで、トウモロ コ

シ生産を倍加できる技術を開発したことを証明した。 この技術を普及するために農業水

資源省はPRONAMA計画を立て、計画推進のために、トウモロ コシを栽培している25州に1

990年から1994年にわたり責任者を配属した。 22種のハイブリ ド品種の第3世代と白色卜

ウモロ コシの優良種が栽培され、前述の2区域における増産見込みは、年当り500万トン

で、すでに生産されているものを合わせると1,100万トンとなりトウモロ コシの自給が保

障される。

(11) INIFAPは、地力増強によりフリホ ール（インゲン豆）の自給を回復し、維持する技術を

もっている。 現在フリホ ールは200万ha栽培されている。 この技術は20万haの低地潅漑耕

地で現在の生産性を2倍に向上させ、100万haの良好な天水耕地では、50％の収最増大が

可能である。 現在、フリホ ールの20種類の優良品種が用意されている。 これらは調理特

性が良く、よく発生する病害に抵抗性である。

(,ヽ） コ ムギ生産は、研究者と生産者の努力により年々!OOkg/ha増大し、現在、国の平均で4

4ton/haの収量に達している。 4種の新しい コ ムギ品種が育成され、サビ病の生物的防除

に成功している。 これは100万haの天水耕地に適用できるが、かなりの乾燥地域でも1.5 

ton/ha以上の収最が得られ、雨が多い年には5ton/haの収最に達することも可能である。

(：：：) コメの問題については、シナロアやモレロスにおいて、間欠潅漑により潅漑水の使用最

を削減する研究があり、この技術により現行の半分の水贔に削減することができる。 ま

た、「浮きイネ」栽培システムによりメキシ コ湾岸や太平洋湾岸の50万haの冠水地域で

イネ栽培が可能である。 この技術は コメの自給体制を支えるために有効であるばかりで
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なく、近い将来にシナロアやモレーロスの潅漑による コメ栽培を駆逐し、水の有効利用

によりメキシ コ南東部における農業生産を発展させる可能性がある。

（ホ）INIFAPは、最近ゴマの1代雑種を放出したが、それは南東部の潅漑地域や天水地域で実際

に栽培されている。

（へ）大豆は適応品種がある南東部での栽培の拡大が進められている。

（卜）「Amaillamiento Leta!」に対する抵抗性を比較するために、 コ コヤシの遺伝子解析によ

る品種改良の強化プロジェクトが推進されている。 コ コヤシが現在栽培されいる207,00

haの面積を倍加することが可能である。 乾燥熱帯への潅漑技術の導入により、ナツメヤ

シと同時に1年生の作物や多年生の低木を栽植したり、バナナや柑橘類を栽培すること

ができる。

（チ）熱帯の牧草の間題では、放牧や刈り取り用のイネ科や豆科の優良な品種を利用して、60

0万haの栽培草地と1,200万haの自然草地や不完全利用地を牧草で授うことができる。 IN

IFAPが育成した牧草の新品種、例えば「Insurgente」,「LI anero」、「chotalpo」は、

サバンナ性の酸性やアルカリで荒廃した化学的制限因子がある土壌でこれまでより長期

間にわたって栽培ができる。 最近育成された豆科のClitoria種の「Tehuana」は、熱帯メ

キシ コでアルファルファの生育をも促進する。

②外貨獲得のための技術開発

（イ）メキシ コは、 コ ー ヒ ー、蜂蜜、砂糖、綿、野菜、果実及び子牛を輸出して、その代償と

してトウモロ コシ、油料種子、牛乳、飼料およびセルロー ズを輸入しているが、89年度

の農業分野の財政バランスはさらに悪化した。

(n) 野菜の輸出の問題については、メキシ コはアメリカ合衆国の冬季の野菜市場の60％を供

給している。 INIFAPの野菜問題に対する主要な分担課題は （ l)病虫害防除技術、(2) 潅

漑地域における水管理、 (3) 土壌の肥沃度の維持土壌改良である。 さらに、ジャガイモ

の「tizon tardio」抵抗性品種を育成して、高品質のジャガイモを生産することである。

(Jヽ）野菜の輸出総額はおよそ5,000万 ドルになるが、それに比して研究投資額の低落が顕著に

なっている。 研究への投資額は、輸出総額のたった0. 2~0. 3％であり、しかもその90%

がアメリカ合衆国から出されている。 この投資額は、先進国で当然投資すべき額（輸出

総額の1%)の1/3から1/5 にしかならない。

(：：：)熱帯果樹（マンゴー、柑橘、アボカ ド、パイナップル、スイカ、メロン）については、

病虫害防除、栽培管理、肥沃度の維持、水管理、雑草防除がINIFAPの研究課題である。

③自然資源の有効利用の技術開発

（イ）傾斜面の農耕地の3分の2では絶えず土壌侵食が進行し、1kgのトウモロコシの生産につい

て13kgの土壌が失われる計算になる。

（l1）水食問題に取り紐むために、INIFAPの土壌と水の保全に関する研究計画（ネットワ ーク）

が紐織され、土壌 タイプごとの水食可能性の研究が開始された。 また、機械部門や土地

開発部門と連携して、次の研究が始められた。 (1)「piI et o」システムによる畝に沿っ

た雨水の捕集、(2)最近開発された「terraza de muro vivo」法による侵食防止で、この

方法は8~30％の傾斜地で効果があり、安価(ha当り0. 5tonのトウモロ コシに相当）にテ

ラスを保護することができる。
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(1ヽ） 水は農牧業生産で最 も 重要な制 限 因子の一つである。 I N I FAPでは、 コ ム ギ、 ト ウ モ ロ コ

シ、 フ リ ホール、 コ メ、ダイ ズ、綿、果樹、野菜の主要作物 に 対する効率的潅漑法を 開

発している。この点 に 関して、I N I FAPが Lag u n e ra地域の試験で得た成 果は重要である。

この試験では綿、アル フ ァ ル フ ァ 、ブド ウ を表面潅漑で栽培し、収量の増加と同 時 に 、

それぞれ29%、31%、56 ％の潅漑水が 節 約で き た。これ ら 作物の現在の作付面積か ら 推

定すると、年 間4億2 , 400万m 3 の潅漑水が還元で き る。

(：：：)自然資源を有効利用するた め に、輪作栽培 も 璽要である。ソ ノ ラやシナ ロ アでは、一つ

の作物の栽 培周 期 が 終 了しない前 に 次の作物を播種し、土地の荒廃を防止する技術 が 開

発されている。この方法に よ り コ ム ギの栽培 が 終 了する前 に ト ウ モ ロ コ シを播種してha

当 り 3t o nを収穫し、続いて大豆の栽培を 開 始する。この技術 に よ り 潅漑水が これまで よ

り 有効 に 利用され、気象条件 に 応 じて土地を最適 に 利 用 すること が 保 証 さ れる。この輪

作栽培は60万haの耕地で可能であ り 、現在の ト ウ モ ロ コ シと大豆の収 量 に加えて、年間

200万 トンの ト ウ モ ロ コ シを収穫するこ と がで き る。

5) 国 際協力の現況

(1). ソ ノ ラ州のバ ジ ェ ・ デル ・ ヤ ギ 試験場： C I MMYTと コ ム ギと ト ウ モ ロ コ シの育 種の共 同 研 究

(2)． ユ カ タン州の ウ シマル試験場： I CRI S AT に ソ ル ゴ ーの育種の専門家派遣

6)研究ニ ー ズ

( I ) I N  I F A  P の農業研究の展望

①市場解放 が 行 わ れる状況のなかで、農耕地の競争力を強 めるた め に、 I N I FAPは3年以内 に 潅

漑 良好 地域や天水良好地域の新しい ト ウ モ ロ コ シ栽培技術の開 発 に 特 に力を入れる。この技

術の目標は、20万 h a の低地の潅漑耕地で適切な栽培管 理を行 っ て15t o n /haを収量を上げ

る。200万haの条件 が 極めて良好な天水地域では平均5 t o n /haの収 最を上げる よ う に する。

② 中 央高原 には 白 ト ウ モ ロ コ シ雑種の第 4 世代を導入する。この 品種は 「 N i x tama l e ras 」 に 匹

敵する特性を有し、栄養特性、栽培特性や生理特性が 機械管 理 に 適合し、高収量であ り 、主

要な病害の抵抗性 もある。

③収 量 限界を拡張するた め に 、農耕地の荒廃を抑制するた めの技 術開発を推進する。

④メキシ コ では少ない投資で農業生産 が可能な優 良な土地はほとん どないので、農業生産を増

大 さ せる には現在栽培 さ れている耕地の生産性を 向上 さ せる方が 好ましい。

⑤ I N I FAPは生産性の高い独自の種子を育 成し、 そ れ ら の認定 さ れた種子をお よ そ 8 , 000t o n 生産

している。短期間 にこの種子を自由に使用で き る よ う に し、安価で 品質 が 良いことを示 して、

研究計画 に 再投入で き る財源を確保する。

⑥今 回 訪 問した試験場で提案 さ れ た 共 同 研究課題

（イ） コ スタ ・ デ ・ エルモシオ： 潅漑水の有効利用技術

水分需要の低い作物の尊入

(u)バ ジ ェ ・ デル ・ ヤキ ： 潅漑地域の塩類土壌の改良

(1ヽ） ジ ェ ネ ラル ・ テラン ： ウ ィルス フ リ ー 柑橘の育成
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（二） ウ シ マ ル ： フ リ ホ ー ル の耐乾 ・ 耐病性 品種 の 育 成

ホ ッ ト ペ ッ パ ー の耐乾 ・ 耐病性 品 種 の 育 成

7)共 同 研究への戦絡的 ア プ ロ ー チ

( 1 ) NARS ( I N I FAP) の 紐織 は か な り 分散 し て い て 、 未だ全体像 が 明 か に 出 来 な か っ た 。 特 に 、 専 門

別 研 究セ ン タ ー に つ い て は 、 ほ と ん ど が 未調査 で あ り 、 今後詳細 な 調査 が 必要 で あ る 。

(2) 現 時 点 で は 、 計画 さ れ て い る C I MMYT と の 共 同 研究 を 推進 し 、 そ の な か で メ キ シ コ の農林 ・ 畜

産 ・ 水産業 の 研究情報 を さ ら に 収集す る 。

8) 共 同 研究実施上の 問題点

( I ) 研究 費 が 極 め て 乏 し い 様子 で 、 研究者 が か な り の 不満 を 持 っ て い た 。 最 近 は 、 研究成果 の 出

版 も か な り 制 限 さ れ て お り 、 新 し い 出 版物 の 入 手 が 困 難 で あ っ た 。

( 2 )  2カ月 前 に 航空便で発送 し た 郵 便小荷物 が 、 今 だ に こ ち ら に 到着 し て い な こ と か ら 、 機材 の 輸

送 に は 長期 間 を よ う す る も の と 予想 さ れ る 。

(3) メ キ シ コ シ テ ィ 周 辺 は 大気汚 染 が 激 し く 、 生活環境 が よ く な い 。 日 本大 使 館 の 職員 は 、 週末

に は 家族 を 連 れ て 保 養 地 に 緊急避難 を し て い る よ う で あ る 。
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付 表 2

貿昂抗計

1 9 6 2- 6 6 1 9 6 7 - 7 1 1 9 7 2 - 7 6  1 9 7 7 -8 1 1 9 8 2-8 6 

全 商品貿易 メ キ シ コ 粕 出 1 0 3 1 . 4 9  1 2 6 3 . H 2 6 5 0 .  0 1 0 7 5 6 .  2 1  2 1 9 0 8 . 3 6  

粕入 H 3 3 . 1 0  2 0 7 0 .  7 8  5 1 ' 7 .  5 '  1 H 3 9 . 6 7  1 2 2 5 2 . U 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

中 米地域 輸 出 7 2 6 : 6 8 1 0 9 7 .  6 0  2 2 7 8 .  8 9  { 6 3 0 .  5 2  ' 2 0 0 .  9 5  

輸入 9 3 5 . 1 0  H 2 3 . 0 3  3 H l . 2 7  6 2 7 7 . 6 1  6 3 2 6 . 7 1  
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

プ ラ ジ ル 粕 出 1 4 7 7 .  4 7 2 2 9 7 , 8 1  7 3 8 7 .  9 3 1 6 6 8 9 .  7 7  2 3 4 2 2 .  3 '  

粕入 1 3 6 3 . 5 9  2 5 2 2 . 9 3 1 0 6 3 3 . 0 8  1 9 ' 2 5 . U 1 6 2 8 8 .  U 

農 業貿 易 メ キ シ コ 輪 出 6 0 3 . H 7 2 8 .  7 6  1 1 8 7 .  6 6  2 1 3 6 . ' 2  2 1 5 3 .  H 

翰入 1 6 1 . 00  2 3 7 . 0 �  8 5 1 . 0 8  2 3 6 5 . 7 2  2 2 9 ' . 5 0  
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

中 米地 域 輪 出 6 0 6 . 7 8  8 4 2 .  1 8  1 6 9 7 . , 2  3 6 0 4 . 1 6  3 1 7 8 . 8 0  

輪入 1 5 1 . 5 0  2 3 ' .  8 6  0 2 .  2 8  8 9 8 . 6 8  9 0 ( . 0 2  
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ..  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

プ ラ ジ ル 翰 出 1 2 6 6 . 2 0  1 7 9 3 . 1 8  4 7 7 0 .  5 4 8 7 6 9 . 8 {  1 0 0 2 7 .  H 

翰入 2 9 6 . 1 2  , 0 2 .  9 0  1 0 8 8 . 8 0  2 2 0 7 .  H 1 8 6 ( . 1 2  
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付 表 3

メ キ シ コ 農 業 生 産 デ ー タ ( F AO P r od u c t i o n  Y e a r b o o k  19 9 0 )  

1 9 7 5  1 9 8 0  1 9 8 5  1 9 9 0 

L a n d  U s e  ( 1 0 0 0 h a )  

T o t a l  A r e a  1 9 5 8 2 0 1 9 5 8 2 0  1 9 5 8 2 0  1 9 5 8 2 0  

La n d  A r e a  1 9  0 8  6 9 1 9 0 8 6 9  1 9 0 8 6 9  1 9 0 8 6 9  

A r a b & P e r m  C r  2 3 8 4 0  H 5 3 0  2 4  7 0 0  2 .( 7 1 0  

A r a b l e L a n d  2 2 3 4 0  2 3 0 0 0  2 3 1 5 0  2 3 1 5 0  
P e rm C r op s 1 5 0 0  1 5 3 0  1 5 5 0  1 5 6 0  

P e r 置 P a s t u r e 7 H 9 9  7 H 9 9 7 4 4 9 9 7 { { 9 9  

F o r e s t &i'oo d L 5 1 1 5 0 4 7 8 4 0  .( 5 1 6 0  4 2 4 6 0 
O t h e r  L a n d  4 1 3 8 0  4 4 0 0 0  4 6 5 1 0  4 9 2 0 0  

I r r i g a t i on 4 4 9 7  4 9 8 0  5 2 8  5 5 1 8 0  

P o p u l a t i o n ( 1 0 0 0 )  

T o t a l  6 1 9 1 8 7 0 � 1 6  7 9 3 7 6  8 8 5 9 8  

A g r i c u l t u r a l  2 4 9 6 7  2 5 7 2 3  2 6 3 2 6  2 6 5 4 4 

E c o n o 鳳 i c a l l y

a c t i v e  p o p u l a t i o n 

To t a l  1 8 4 1 8  2 2 8 3 1  2 6 7 3 4  3 1 1 7 5  

I n  a g r i c u l t u r e 7 4 2 6 8 3 l l 8 8 6 7  9 3 4 0  
i i n  A g r i c u l  l u r e  4 0 .  3 3 6 .  5 3 3 .  2 3 0 .  0 

F o od P r od u c t i o n  I nd i c e s  ( 1 9 7 9 - 8 1 = 1 0 0 }  

F oo d  P ro d u c t i on 9 9 .  9 1  1 1 4 .  3 6  1 2 2 . 8 9  

T o t a l  A g r i c u l t u r e  P ro d u c t i o n 1 0 0 . 1 1  1 1 2 .  5 0  1 2 2 . 7 1  
C r o p  P ro d u c t i on 9 9 .  7 4 1 1 8 .  2 7  1 1 9 . 0 8  
L i v e s t oc k  P ro d u c t s  1 0 0 . 2 0  1 1 2 . 2 6  1 2 9 .  5 8  
C e r e a l P r o d u c t i o n 1 0 1 . 0 0  1 3 1 .  6 7  1 2 3 .  5 9  

I n d e x  N u 員 b e r s o f  P e r  C a p u t  ( 1 9 7 9 - 8 1 = 1 0 0 )  

F ood  P ro d u c t i on 9 9 .  9 9 1 0 1 .  5 4 9 7 .  7 5 
To t a l  A g r i c u l .  P rod u c t i on 1 0 0 . 1 9  9 9 .  8 8 9 7 .  6 0 
C r o p  P ro d u c t i on 9 8 . 8 8 1 0 5 .  0 7  9 ( .  7 8 
L i v e s t oc k  P ro d u c t i on 1 0 0 . 2 7  9 9 .  6 6 1 0 3 . 0 6  
C r e a l  P r od u c t i o n 1 0 1 . 3 9 1 1 7 . 2 6  9 8 .  6 1  
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付 表 4

メ キ シ コ 作物統計

作 物 名 収穫面積 ( l o  O O ha )  収 量 ( kg/ ha)  生 産 量 ( 1 0 0 0 M t )  

1 9 7 9 -8 1  1 9 8 9 1 9  9 0  1 9 9 1  1 9 7 9-8 1 1 9 8  9 1 9 9 0 1 9 9 1  1 9 7 9-8 1 1 9 8 9  1 9 9 0 1 9 9 1  

穀 物
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 鴫. ．

9 5 4 7 

．
 

-一一一一一一

物

一
穀
一

粒
一

小

米

粗
―

麦 7 2 3  
1 5 3 

8 6 7 1  
ー
1
2
8

ー
大 麦
ト ウ モ ロ コ シ
ソ ル ガ ム

2 8 1  
6 8 3 6  
1 4 9 1  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

根 茎作

物

豆 類
実 綿
砂 糖 キ ピ
コ ー ヒ ー

8 7  
1 8 3 4  

3 6 2 

5 3 5 
4 5 1  

7 4 
1 4 8  2 

1 9 1  

5 5 8  
4 8 2 

8 6  
2 2 9 9  

2 2 0  

5 5 8 
6 6 9 

7 5  

2 2 3 6  
2 5 2  

5 4 0  
6 6 4  

野 菜 ・ メ ロ ン
果 実
パ ナ ナ

9 8 0 0  

1 1 4 5  
1 8 6 

8 4 6 7  

2 6 3  
6 4 6 8  
1 6 2 0 

1 0 5 7 4 

9 3 3 
1 0 5  

9 5 3 5 

2 6 3  
7 3 3 9 
1 8  2 0  

9 8 9 4  

9 8 5  
8 8  

8 8 2 1  

2 8 1  
7 05 1  
1 3 8 0  

2 1 5 2  
. - - - .  

3 8 2 2  
3 4 4 7  

1 9 9 0 
• 一 - - ・

1 7 7 2  
1 7 1 8  
3 3 4 3  
• 一 - - .

1 2 9 0 6  
7 1 9  

2 7 1 8  

6 6 0 1 6  
5 0 7  

2 1 9  4 
. - - - .  

3 8 2 1 
3 4 2 3 

1 9 4 8  
. - - - .  

1 6 4 3 
1 6 9  2 
3 0 9 0 
. - - - .  

1 4 6 8  5 
5 1 5  

2 3 5  2 

7 2 0 2 7  
7 1 3  

2 4 1 6  
' - - - .  

4 2 1 4 
3 7 4 2  

2 2 2 5  
ー - - .  

1 8 7 2  
1 9 9 4  
3 2 8 5  
' - - - ・

1 5 8 3 5  
6 6 1  

2 5 0 3  

6 2 5 0 8  
6 5 8 

2 3 3 0  
' - - - .  

4 1 7 8  
4 0 2 3  

2 1 0 7  
' - - - .  

2 0 7 8  
1 9 1 8  
3 1 6 4  
， ．． ー ー ・

1 5 0 8 9 
7 4 3 

2 3 6 5  

6 7 9 8 6  
4 5 0  

2 0 6 9 2  

2 7 5 4  
5 2 8  

1 7 4 1 1 
- - - - .  

4 8 6 
1 1 8 6 6 

4 9 9 1  
- - - - .  

1 1 2 0  
1 3 1 1  

9 8 4  
3 5 3 2 4  

2 2 8  
- - - .  

3 8 6 0  
7 3 1 6  
1 4 3 5 

2 1 5 0 6  
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

4 3 7 4  
6 3-7 

1 6 4 9 5  
- - - - -

4 3 3  
1 0 9 4 5  

5 0 0 4  
- - - - -

1 0 9 1  
7 6 3  
4 4 9  

4 0 2 0 0  
3 4 3  

- - - -

5 1 7 2  
7 5 2 6  
1 1 8 5  

2 5 5 4 5  

3 9 3 1  
3 9 4  

2 1 2 2 0  
- - - - -

4 9 2  
1 4 6 3 5  

5 9 7 8  
ー ー ·,． - -

1 3 6 7  
1 5 2 0  

5 5 0  

3 4 8 9 3  
4 4 0  

- - - -

5 1 6 1  
7 8 9 7  
1 5 9 1  

2 3 0 5 6  

4 1 1 5  
3 5 4  

1 8 5 8 7  
- - - - -

5 8 4  
1 3 5 2 7  
4 3 6 7  

··� - - - -

1 1 2 7  
1 6 6 1  

5 9 5  

3 6 6 8 3  

2 9 9  
- - - -

4 8 4 0  
9 6 0 5  
1 8 6 8  



付 表 5

コ ス タ ・ リ カ 農 業 生 産 デ ー タ ( F A Q P r o d u c t i o n Y e a r bo o k 1 9 9 0 )  

1 9 7 5  1 9 8 0  1 9 8 5 1 9 9 0 

L a nd  U s e  ( 1 0 0 0 h a )  
To t a l  A r e a 5 1 1 0  5 1 1 0  5 1 1 0 5 1 1 0 
L a n d  A r e a  5 1 0 6  5 1 0 6  5 1 0 6 5 1 0 6  
A r a b& P e r m  C r  4 9 2 F 5 0 6 F  5 2 3 F  5 2 9 F 
A r a b l e L a n d  2 8 3 *  2 8 3 F  2 8 5 F  2 8 5 F  
P e r m  C ro p s  2 0 9 F  2 2 3 F  2 3 8 F  2 4 � F  
P e r 塁 P a s t u r e 1 6 3 0 F 2 0 1 0 F  2 2 8 0 F  2 3 3 0 F  
F o r e s t ＆胃ood L 2 20 0 *  1 8 3 0 *  1 6 { 0 F  1 6 4 0 F  
O t h e r  L a nd 7 8 4  7 6 0  6 6 3 6 0 7  
I r r i g a t i on 3 6 F 6 1 F  l l O F  1 1 8 F  

P o p u l a t i o n ( 1 0 0 0 )  
To t a l  1 9 6 8  2 2 8  5 2 6  4 2  3 0 1 5  

A g r i c u l t u r a l  7 2 9  7 1 3  7 2 8  7 2 9  
E c o n o m i c a l l y  
a c t i v e  pop u l a t i o n  

To t a l  6 3 8  7 7 4  9 1 7 1 0 5 2 
I n  a g r i c u l t u r e 2 3 3  2 3 8  2 4 9 2 5 1  
i i n  A g r i c u l t u r e  3 6 .  6 3 0 .  8 2 7 .  1 2 3 .  8 

F ood P r od u c t i o n  I n d i c es ( 1 9 7 9 - 8 1 = 1 0 0 )  
Food  P ro d u c t i o n 9 8 .  6 5 1 0 5 .  5 8  1 2 9 .  5 6  
T o t a l  A g r i c u l t u r e  P r o d u c t i o n 9 8 .  9 8 1 0 7 . 6 7  1 3 1 .  5 6  
C ro p  P rod u c t i on 9 9 .  0 5 1 0 5 .  0 9  1 3 6 . 7 2  
L i v e s t o c k  P r o d u c t s  9 8 .  6 5 1 1 4 .  0 0  1 1 6 . 7 9  
C e r e a l P rod u c t i o n 1 0 3 . 9 5  1 1 0 . 7 {  8 L  5 7  

I n d e x  N u m be r s  o f  P e r  C a p u t  ( 1 9 7 9 - 8 1 = 1 0 0 )  
Food  P rod u c t i on 9 8 .  5 9 9 1 .  2 3 9 8 .  1 2  
To t a l  A g r i c u l .  P rod u c t i on 9 8 .  9 6 9 3 .  0 8 9 9 .  6 8  
C r o p  P rod u c t i on 9 9 .  0 4 9 0 .  8 6 1 0 3 .  6 0  
L i v e s t o c k  P ro d u c t i on 9 8 .  6 0 9 8 .  5 2 8 8 , , 6 
C r e a l P r od u c t  i o n 1 0 3 . 9 2  9 5 .  7 2 6 4 .  0 7 
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付 表 1

農業生産統計

1 9 6 2 - 6 6  1 9 6 7 -7 1  1 9 7 2 - 7 6 1 9 7 7 -8 1 1 9 8 2 -8 6 

国 際 価格 に よ る メ キ シ コ 5 , 3 1 9 . 7 6 , 2 3 3 . 6 6 , 8 3 1 . 0 8 , 0 6 3 . 1 8 ,  H 6 .  7 

年 間 作物生産額 コ ス タ リ カ 2 7 5 . 8 3 9 1 . 4 4 7 2 . 5 5 2 8 .  9 5 8  6 .  8 

( 1 0 0 万米 ド ル ） プ ラ ジ ル 1 3 , 8 9 3 . 5 1 5 、 9 5 4 . 9 1 8 , 5 2 6 . 8 2 2 . 3 7 3 . 8 2 6 . U 2 .  l 

ア ル ゼ ン チ ン 5 , 3 1 9 . 7 5 , 8 8 8 . 6 6 , 8 4 6 . 4 8 ,  0 9 8 .  9 9 ,  9 0 2 .  7 

中 米 地 域 2 .  o , 3 .  7 2 , 5 2 2 . 0 3 , 0 0 3 . 9 3 .  4 3  8 .  A 3 . .( 1 9 . 0 

国 際 価格 に よ る メ キ シ コ 2 2 4 . 0 2 6 8 .  2 2 8 8 .  2 3 3 0 .  { 3 5 3 . 8 

ヘ ク ク ー ル 当 り コ ス タ リ カ 5 6 8 . 8 7 9 7 .  6 9 5 9 . 0 1 , 0 5 1 . 2 1 . 1 3 1 . 0 

年 間 作物生産額 プ ラ ジ ル 2 7 3 . 0 2 9 7 .  6 3 1 2 . 6 3 2 3 .  8 3 5 5 .  8 

（ 米 ド ル ） ア ル ゼ ン チ ン 1 8 5 .  4 1 7 9 . 2 1 9 8 . 8 2 3 0 .  6 2 7 6 . 2 

中 米 地 域 3 H .  6 4 2 3 .  0 4 8 7 .  8 5 2 9 .  0 5 1 2 . { 

作 物生産年 間 メ キ シ コ 3 .  A 1  1 .  8 5  3 .  3 7  1 .  6 4 

平 均増加率 プ ラ ジ ル 2 .  8 0  3 .  0 3  3 .  8 5  3 .  7 1  

( i) 中 米地 域 4 .  3 0  3 .  5 6  2 .  7 t  - 0 .  1 1  

G D P に 占 め る メ キ シ コ 農 業 1 6 .  8 1 2 . 2 1 1 . 2 1 1 . ' 

各 部 門 の シ ェ ア 工 業 3 8 .  8 .t o .  9 , o .  7 3 7 .  6 

( � ) サ ー ピ ス H . 4 H .  9 ' 8 .  1 5 1 .  0 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

中 米 地 域 農 業 H . O 2 1 .  6 2 0 .  8 2 1 .  3 

工 業 2 1 .  9 2 3 .  6 H . 5 2 3 .  2 

サ ー ピ ス 5 4 .  1 5 4 .  8 5 ' .  7 5 5 .  5 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

プ ラ ジ ル 農 業 1 6 . 8 1 2 . 2 1 1 . 2 1 1 . { 

工 業 3 8 .  8 4 0 .  9 4 0 .  7 3 7 .  6 

サ ー ピ ス H . 4 4 6 . 9 " 8 . 1 5 1 .  0 
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